
「
震
災
復
興
の
過
程
で
相
当

無
理
を
重
ね
て
き
た
」
結
果

財
政
が
悪
化
し
た
こ
と
を
第

一
回
交
渉
で
教
育
次
長
は
説

明
し
ま
し
た
。
し
か
し
実
際

に
は
既
存
の
ハ
コ
モ
ノ
・
大

型
開
発
計
画
を
、
震
災
に
乗

じ
て
詰
め
込
ん
だ
の
で
す
。

総
額
16
兆
３
千
億
円
の
震
災

復
興
事
業
に
は
、
神
戸
空
港

建
設
、
関
西
空
港
２
期
工
事

な
ど
も
入
っ
て
い
ま
す
。
総

事
業
費
76
億
円
を
か
け
た
淡

路
の
「
交
流
の
翼
」
港
は
、

船
の
入
港
も
な
く
釣
り
堀
化

し
て
い
ま
す
。
県
民
が
復
旧

に
立
ち
上
が
る
た
め
の
直
接

の
支
援
は
た
っ
た
２
％
に
過

ぎ
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
現
在
も
、
加
古
川

〜
小
野
を
結
ぶ
南
北
道
路

（
６
キ
ロ
に
６
６
０
億
円
）
、

神
戸
〜
太
子
町
を
結
ぶ
播
磨

臨
海
地
域
道
路
（
50
キ
ロ
に

５
５
０
０
億
円
）
と
い
う
、

１
ｍ
一
千
万
円
以
上
も
す
る

「
高
規
格
道
路
」
の
建
設
等

の
大
型
開
発
が
続
き
ま
す
。

井
戸
知
事
は
以
前
か
ら
神

戸
空
港
―
関
空
を
結
ぶ
「
海

底
ト
ン
ネ
ル
」
に
言
及
し
て

い
ま
す
。
兵
庫
地
域
政
策
研

究
機
構
（
理
事
長
は
貝
原
元

知
事
）
は
今
年
４
月
、
５
２

０
０
億
円
の
工
費
で
ト
ン
ネ

ル
を
掘
る
提
言
を
国
交
省
等

に
送
り
、
知
事
は
歓
迎
し
た

と
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

大
型
開
発
を
続
け
る
た
め

に
、
県
民
と
私
た
ち
職
員
の

暮
ら
し
は
ど
ん
ど
ん
切
り
捨

て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

「
行
革
」
で
第
一
に
切
り
捨

て
ら
れ
て
き
た
の
は
、
高
齢

者
・
子
ど
も
・
障
害
者
で
し

た
。
今
年
「
消
え
た
高
齢
者
」

と
し
て
高
齢
者
の
所
在
不
明

が
全
国
的
に
問
題
に
な
り
ま

し
た
が
、
県
で
は
、
「
愛
の

一
声
運
動
」
（
乳
酸
菌
飲
料

を
配
る
、
一
人
暮
ら
し
老
人

の
安
全
安
心
確
認
事
業
）
が

「
行
革
」
に
よ
り
00
年
度
で

全
廃
さ
れ
た
の
で
す
。
こ
れ

で
は
、
「
新
行
革
プ
ラ
ン
」

に
う
た
う
「
元
気
で
安
全
安

心
な
兵
庫
」
は
実
現
で
き
ま

せ
ん
。

昨
年
は
、
年
額
平
均
32
万

を
削
減
し
、
さ
ら
に
人
事
委

員
会
の
引
き
下
げ
勧
告
16
万

円
を
か
ぶ
せ
て
、
合
計
年
額

平
均
48
万
円
も
私
た
ち
の
給

料
か
ら
取
り
上
げ
ま
し
た
。

士
気
は
危
機
的
状
況
で
す
。

私
た
ち
教
職
員
も
、
職
務

が
年
々
困
難
さ
を
増
し
仕
事

の
量
も
増
え
る
の
に
、
賃
金

が
減
り
続
け
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
予
算
が
削
減
さ
れ
、

廊
下
の
電
気
も
点
け
る
こ
と

が
で
き
な
い
状
況
で
す
。
さ

ら
に
、
職
員
の
非
正
規
化
が

進
み
、
高
校
統
廃
合
が
画
策

さ
れ
る
な
ど
、
教
育
に
お
金

を
か
け
な
い
県
財
政
が
学
校

を
破
壊
し
て
い
き
ま
す
。

労
働
者
に
支
払
わ
れ
る

賃
金
は
県
内
を
巡
り
、
県
民

の
経
済
を
豊
か
に
し
ま
す
。

私
た
ち
の
賃
金
は
、
民
間
に

も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
今

「
閉
塞
状
況
」
と
い
わ
れ
る

経
済
を
立
て
直
す
た
め
に
や

る
べ
き
こ
と
は
、
給
与
削
減

で
は
な
く
、
賃
上
げ
で
内
需

を
拡
大
し
、
公
務
―
民
間
の

賃
下
げ
ス
パ
イ
ラ
ル
を
止
め

る
こ
と
で
す
。

(1) 2010年度11月1日号 （毎月２回１日・15日発行） 兵 庫 高 教 組 新 聞 （昭和42年８月14日第三種郵便物認可） No.1118

発行所
神戸市中央区北長狭通5-2-10
兵庫県高等学校教職員組合
TEL 神戸(341)6745～6747

E-mail
honbu@hyogo-kokyoso.com
http://www.hyogo-kokyoso.com

発行人 津川 知久
編集人 松岡 敦之

定価 1部 20円
半年分 120円

組合員の購読料は組合費含め徴収

▲
10
年
度
は
記

録
的
な
猛
暑
、

松
茸
の
豊
作
に

季
節
外
れ
の
台

風
発
生
、
ま
る

で
政
治
の
混
迷

を
象
徴
す
る
か

の
よ
う
な
出
来
事
の
連
続
で

あ
る
▲
あ
か
ら
さ
ま
に
さ
れ

た
国
家
予
算
の
実
態
。
一
般

予
算
の
倍
以
上
の
特
別
会
計
。

そ
し
て
、
ア
バ
ウ
ト
な
使
わ

れ
方
な
ど
は
国
民
を
完
全
に

欺
い
て
い
る
と
同
時
に
妙
に

感
心
し
て
し
ま
う
。
一
体
誰

が
こ
ん
な
仕
組
み
を
考
え
出

し
た
の
だ
ろ
う
と
思
う
の
は

無
知
な
私
だ
け
？
▲
完
成
ま

で
に
２
０
０
年
を
要
す
る
ス
ー

パ
ー
堤
防
の
廃
止
な
ど
粋
な

こ
と
を
や
っ
て
く
れ
る
政
権

だ
が
、
許
せ
な
い
の
が
人
事

院
勧
告
よ
り
多
く
削
減
す
る

目
的
で
、
労
働
基
本
権
の
付

与
に
先
行
し
て
労
使
交
渉
を

可
能
と
す
る
特
別
立
法
の
検

討
で
あ
る
▲
人
件
費
が
予
算

の
大
半
を
占
め
る
の
は
知
っ

て
い
る
が
、
国
が
最
も
守
る

べ
き
国
民
を
な
い
が
し
ろ
に

し
て
、
特
別
会
計
の
温
存
は

絶
対
に
許
せ
な
い
。
国
家
予

算
の
倍
ほ
ど
も
あ
る
特
別
会

計
か
ら
ほ
ん
の
僅
か
使
う
だ

け
で
我
々
の
暮
ら
し
も
十
分

に
潤
う
は
ず
だ
し
、
悪
化
し

て
い
る
景
気
の
回
復
も
十
分

に
効
果
が
あ
る
は
ず
▲
そ
う

考
え
る
と
賃
金
を
凍
結
さ
れ

た
よ
う
な
状
態
の
こ
の
10
年

間
の
組
織
の
頑
張
り
が
、
官

僚
た
ち
に
あ
ざ
笑
わ
れ
て
い

る
よ
う
に
感
じ
て
し
ま
う
。

し
か
し
、
多
く
の
国
民
も
同

じ
よ
う
な
意
見
を
持
っ
て
い

る
は
ず
、
捲
土
重
来
を
期
す

る
の
み
で
あ
る
。

1１月 日程

１日～ （～12/24）

・第三次加入推進期間

3日(水)

・憲法集会（各地）

4日（木）

・第2回拡大闘争委員

会

(16：30～本部)

13日(土)

・学区拡大反対交流集

会（10:30～学校厚

生会館）

・教育フォーラム(13:

30～学校厚生会館)

27日（土）

・神戸市教研（10：00

～神戸市勤労会館）

１ 県「行革」による基本給、諸手当のカッ
トを中止すること。

２ 一時金、月例給、住居手当（持家）の減
額を止め、生活改善につながる賃金改善
を行うこと。

３ 「給与構造改革」に伴う「現給保障」を
減額しないこと。

４ 「年額調整」の名によって賃下げの4月
遡及を行わないこと。

５ 義務教育等教員特別手当・給料の調整額
の引き下げは止め、元に戻すこと。

６ 定数内臨時教職員の正規化を図るととも
に、「空白の1日」撤廃など、全ての臨
時教職員の賃金・待遇を改善し、正規教
職員との均衡を期すこと。

７ 超過勤務縮減とメンタルヘルスの増進を
進めるために、実効ある措置をとること。

８ 職場に分断を持ち込み、教職員の士気を
低下させ、教育を破壊する「教職員人事
評価育成システム」を廃止すること。

９ 特別支援学校スクールバス添乗、給食調
理、学校環境整備など教育に関わる学校
業務を民間委託しないこと。

第1回賃金確定交渉 ( 10/27 私学会館 ）

私
た
ち
の
賃
金
・
労
働
条
件
は
、

県
教
委
と
の
交
渉
で
決
定
さ
れ
ま

す
。
今
年
度
の
賃
金
確
定
交
渉
は
、

県
の
新
「
行
革
」
３
年
目
の
見
直

し
の
中
で
行
わ
れ
ま
す
。
大
型
開

発
中
心
の
県
政
を
変
え
、
学
校
を
、

子
ど
も
達
が
元
気
で
安
全
に
育
つ

こ
と
が
で
き
る
場
、
教
職
員
が
安

心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
に

す
る
た
め
の
交
渉
が
一
ヶ
月
つ
づ

き
ま
す
。
（
２
面
に
資
料
）

新
・
折
々
の
自
句
自
解

西
宮
香
風
高
校

見
目

誠

な
び
き
つ
つ
土
を
ね
ぎ
ら
ふ
櫓
ひ
つ
じ
か
な

ひ
つ
じ

刈
り
取
った
直
後
、
稲
田
か
ら
は
新
た
な
葉
が
伸
び
だ

す
。
こ
れ
を
俳
句
で
は
「櫓
」、
そ
う
し
た
田
を
「櫓
田
」

な
ど
と
称
す
る
。
か
な
り
な
程
度
伸
び
る
の
だ
が
、
実
を

収
穫
す
る
こ
と
は
な
い
。
と
は
い
え
、
す
で
に
寒
さ
を
帯
び

た
風
に
吹
か
れ
て
い
る
、
一
面
の
櫓
田
は
美
し
い
こ
と
こ
の

上
な
い
。
稲
作
を
す
る
方
の
労
苦
は
申
す
ま
で
も
な
い
こ

と
だ
が
、
そ
の
こ
と
も
含
め
、
疲
れ
果
て
た
で
あ
ろ
う
土

に
対
し
て
い
た
わ
る
か
の
よ
う
に
櫓
は
風
に
靡
い
て
い
る
。
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役職加算とは給与表の級･号給によって期末勤勉手当
に差を付ける支給で、だいたいその％分加算されます。
10％…教頭、主幹教諭、教育職2級129号以上、

行政職7級
5% …教育職2級55号以上、同1級63号以上、

行政職５･６級、同４級５号以上、
技能労務職73号以上と別表

昨年度は次のような減額の状況でした。
本来の役職加算率 減額率 ( 減額後の加算率 )

２０％ △１０％ (１０％)

１５％ △７.５％ (７.５％)

１０％ △４％ (６％)

５％ △１％ (４％)

該当職等

( )は役職加算率

給与月額の

減額率

地域手当
一律△２％
を合わせた
減額率

校長(20%) △７％ △９％

校長(15%)、8級事務長 △６％ △８％

教頭、7級事務長 △４％ △６％

主幹、教諭等(10%)、6級事務長 △３％ △５％

役職加算５％の職員 △2.8％ △4.8％

役職加算なし △2.5％ △4.5％

10
月
9
・
10
日
、
第
20

回
全
国
女
性
教
職
員
学
習

交
流
集
会
が
大
阪
市
内
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
全
国

か
ら
835
人
、
兵
庫
高
教

組
か
ら
も
11
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

集
会
に
参
加
し
て

姫
商
分
会

松
本
実
可

暴
力
的
と
も
言
え
る
橋
下

府
政
と
闘
う
大
阪
の
が
ん
ば

り
が
伝
わ
っ
て
く
る
集
会
で

し
た
。

〈

そ
の
一

〉

安
斎
先
生
の
講
演
。
い
つ

も
な
が
ら
正
確
で
厳
し
く
面

白
く
。

〈

そ
の
二

〉

小
中
の
方
の
パ
ワ
ー
。
構

成
劇
、
合
唱
は
も
ち
ろ
ん
、

夜
の
交
流
会
と
も
な
れ
ば
ス

テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
あ
ち
こ

ち
で
踊
り
出
す
人
あ
り
。
高

校
の
教
員
て
口
だ
け
や

も
ん
な
（
異
論
あ
る
方

も
お
ら
れ
ま
し
ょ
う
が
）

と
私
た
ち
高
校
組
は
お

尻
も
ぞ
も
ぞ
。

〈

そ
の
三

〉

分
科
会
。
採
用
２
年

目
の
人
。
組
合
が
何
か

は
わ
か
ら
な
か
っ
た
け

ど
、
信
頼
し
て
い
る
方

が
み
ん
な
組
合
員
だ
っ

た
の
で
入
り
ま
し
た
、

と
。
会
場
は
我
が
子
を

見
守
る
よ
う
な
温
か
な

雰
囲
気
に
な
り
ま
し
た
。

彼
女
の
思
い
を
受
け
止

め
拡
げ
ら
れ
る
職
場
で

あ
り
た
い
で
す
。
来
年

は
香
川
、
是
非
ご
一
緒

に
。

二宮厚美さん講演“つくられた子どもの貧困”
「『もの』の貧しさと、『ケア』の貧しさが皮膚
を突き破って子どもの体内に入り込んでいる」

学区問題分科会－滋賀県では、学区統合後
2年で統廃合検討会を設置。学区拡大の狙い
は明らか。

琉球大学山口剛史さん講演“沖縄の米軍基地の現状”
沖縄の子どもも沖縄戦の知識が不足。そこで「米軍
基地クイズ」で特別授業に取り組んでいるとのこと。

全体会“学区拡大問題”－都市部と地方では温度
差が。小野・加東・西脇・多可での請願採択に向け
て各分会が協力してとりくむことを確認。

乾杯の前に、学区拡大問題への但馬支部のとりくみと成果の報告。
参加者傾聴－そして120人の大焼き肉パーティー。さすが但馬。

テーマ：「ともにかんがえよう子どもの未来」
生田武志さん講演「貧困を考えよう子どもと
野宿者の視点から」

特別報告“小規模校存続
に向けての自治体要請に
ついて”－ 氷上西高存続
の活動が報告されました

西村滋賀高教組副委員長
講演“全県一学区で滋賀
はどうなったか、どうな
るか”
導入の理由に「学校選択
の自由」。導入後、学力
もお金もない人は不自由
に。高校統廃合計画に対
し各地で反対運動、「再
編計画案」は延期！

県尼工分会

定期考査期間恒例の昼食分会会

議。お寿司を食べながら、人勧、

免許更新、定年延長などの問題

を議論しました。

上野ヶ原特支・高等特支分会

上野ヶ原特支と高等特支の併設

のため、問題が山積みです。学

校の未来を見据えて、両分会は

精力的に活動されています。

秋葉英則さん講演
“ふつうの子どもに
こだわる”
学区拡大問題分科会
も開催。教育を語る
有意義な会になりま
した。

教諭（50歳・2級137号現給保障中） △約40万円

教諭（45歳・2級117号現給保障中） △約30万円

教諭（27歳・2級37号） △約15.5万円

実習教員（４５歳・1級126号）△約24万円

校務員（51歳･246号） △約26.５万円


